
鹿児島市の
学校支援ボランティア事業

鹿児島市教育委員会 生涯学習課

はじめに・・・

郷土の財産を活かして

・郷中教育

・校区公民館運営審議
会（青少年育成）

校区住民の生涯学習

・経験や学んだこと
を活かす場

・生きがいづくり

○ 導入の目的

会（青少年育成） ・生きがいづくり

• 地域住民が学校支援活動に参加し、学校を
地域ぐるみで支援することにより、教職員
が児童と向き合う時間の拡充と地域の教育
力の活性化を図る。



○ 校区公民館運営審議会とは・・・

• 生涯学習（社会学級）
• 文化・体育振興事業
（校区文化祭）

• 青少年健全育成（校外• 青少年健全育成（校外
補導、子ども会育成）

• ふるさとづくり（市民
あいさつ運動、伝統芸
能伝承）など

１ 今年度の取組内容

（１） 事業の実施状況

○ 平成２４年度実施状況

・地域本部 ３２本部

・地域コーディネーター３２人・地域コーディネーター３２人

（本市での学校勤務経験者、

実施校の地域の事情に詳しい人）

(３校担当２人、２校担当２５人、1校担当5人）

・実施校 小学校６１校

(新規実施校：７校）
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○ 実施校及び登録者数の推移
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○ 主なボランティア活動数と活動者数
（平成23年度実績）
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（２） 課 題

項 目 (※複数回答、項目一部抜粋、数値は％） 実施校 本部

１ 学校がボランティアに期待する活動の内容が明確になっていない ２４ ４４

２ 学校のニーズに合うボランティアがいない ２０ ２８

３ 本事業に関する学校・教職員の理解が不十分 １９ ４４

４ ボランティアが活動できる時間と学校側の求める活動時間が異なる １９ ３１

５ 地域社会の理解が十分でない ７ ２２

６ コーディネーターと学校の連携が不十分 ７ １２

７ 学校における受け入れ体制が十分整備されていない ６ ２２

８ ＰＴＡや保護者の協力が十分でない ４ １８

９ ボランティアの研修会や養成が不十分 ４ ３

１０ ボランティアに教師が頼りすぎる ２ ９

※平成23年度実施校・本部へのアンケート集計より

（３） 課題に関する改善策と取組

① 学校のニーズに合ったボ
ランティアの確保と活動の
継続に向けた取組

② 活動内容の明確化と学
校との連携

③ 新規実施校の取組 学習支援（体育科）



２ これまでの取組による効果

（１） 学校のニーズに合ったボランティ

アの確保と活動の継続に向けた取組

① 地域教育協議会の充実と校区公① 地域教育協議会の充実と校区公

民館運営審議会との連携

② 活動の意欲を高める取組

③ 効果的なネットワークづくり

① 地域教育協議会の充実と校区公民館
運営審議会との連携

地域教育協議会とは・・・
・実施小学校区の校区公民館運営審議会に依頼
・年２回の会議で、地域本部での支援の方針等につ
いて企画・立案し、支援活動の成果と課題の協議いて企画・立案し、支援活動の成果と課題の協議

・校区公民館運営審議会内の団体からの情

報提供

・新聞折込チラシや町内会協力による学校

支援便り等の配布



折込チラシ 学校支援便り

② 活動への意欲を高める取組

・ボランティアバッジの活用
（不審者対策も）

・保険対応

・地域コーディネーター室
ボランティアバッジ

(地域本部）とボランティア
控室の確保

・学校行事等への招待

・活動写真や子どもからの

手紙を活用したお礼状の

送付

ボランティアバッジ

コーディネーター室 （校区公民館）



③ 効果的なネットワークづくり

・ボランティア同士のネットワーク

登下校の安全指導

・地域本部間のネットワーク

読み聞かせ活動

（２） 活動内容の明確化と学校との
連携 ① 校長会等をとおし

た事業の理解促進

② 教育課程・指導計

学校内掲示による広報

② 教育課程・指導計
画への位置付け

③ 学校からの積極的
な情報発信



（３） 新規実施校の取組

①地域本部の設置（５本部７実施校）
・７～８月 準備期間 ・９月～支援活動実施

②新規コーディネーターの研修
・新規地域コーディネーター業務等・新規地域コーディネーター業務等
説明会
・地域コーディネーター研修会
（年４回）
・新規地域コーディネーター研修
会（３日）
・外部地域コーディネーター養成
研修会への参加 コーディネーター養成研修会

③ 学校・地域への
事業説明と啓発

ボランティア募集

ボランティア説明会

（地域コーディネーター）

事業説明会の実施（事務局）

学校職員へ説明、準備地域教育協議会

ボランティア募集

（地域コーディネーター）



○ 学校支援ボランティア事業の流れ

実施校
支援依頼の

提出
ボランティア活

動

地域住民 地域コーディ
ネーター

ボランティアの申出・登録

ボランティアの募集・説明会開催

（４） 事業に関する成果

○ 子どもの感想より
・ミシンの調整の仕方や難しいところを何回も教えてくださ

って、仕上げることができたので、うれしかった。

・持久走で見守ってくれたり、途中で声をかけてもらったり

して,安心して走れて元気も出た。

○ ボランティアの感想より
・子どもたちとのふれ合いやお礼の言葉をもらうことで生

きがいを感じることができた。

・学んできたことや経験を身近な学校で活かせたので、次

の目標を持つことができた。



①子どもたちが地域住民と交流することにより、あいさ
つやコミュニケーションが行われるようになった。

○ 実施校アンケート結果より
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② 地域住民が学校を支援することにより、
教師が児童と向き合う時間が増えた。
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③ 本事業により地域と学校の関係が深まった。
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３ 今後の取組予定

（１） 実施校の拡充

・地域本部３９本部、実施校７８校実施に向けて

（２） 中学校での実施

・実施方法、時期についての検討

（３） 事業実施の検証と問題点の整理



地域の子は地域で育てる！

学んだことや経験を学校で活かす！！


